
平成22年４月28日発行

第８号
編集・発行：
練馬区立小中一貫教育校推進委員会

　このお知らせは、「練馬区立小中一貫教育校推進委員会」の協議内容等について、保護者や地域の皆様へお
知らせするために発行しています。今回は、練馬区立小中一貫教育校の統一校名の公募のお知らせ、および第
10回推進委員会の協議内容についてお知らせします。

〔募集要領〕

※統一校名は、一元的な学校経営を推進するために使用するものであり、練馬区立学校設置条例上の名称については、大泉学
園桜小学校・大泉学園桜中学校で変わりません。

応募用紙の配布・回収場所
※公募についてのお問い合わせは、直接、上記「問合せ先」にご連絡ください。

募集内容 大泉学園桜小学校・大泉学園桜中学校の統一校名
募集期間 平成22年４月28日㈬～５月17日㈪〔必着〕

募集の対象者と
応募方法 

募集の対象者 応　募　方　法
桜小・桜中・緑小の	
児童・生徒、保護者、
教職員

　各学校で応募用紙を配布し、回収します。

桜小・桜中・緑小の	
通学区域内など、練馬
区内にお住まいの方

　①小中一貫教育校の統一校名②その校名を付けた理由③氏名を記入
（様式自由）し、郵送、ファクスまたは電子メールで新しい学校づくり
担当課までお送りください。
　なお、下記の場所に応募用紙を置いてありますのでご利用ください。

統一校名の決定
　今後、推進委員会では、皆様からいただいた校名案を参考に、多数票ではなく話し合いで校名
候補を検討し、教育委員会に報告します。報告を踏まえて教育委員会で協議し、小中一貫教育校
の統一校名を決めます。

問合せ先
練馬区教育委員会　学校教育部　新しい学校づくり担当課（区役所本庁舎12階）
〒176－8501　練馬区豊玉北６－12－１	 電話：5984－1065（直通）　　ファクス：3993−1196
	 電子メールアドレス：atgakko@city.nerima.tokyo.jp

小中一貫教育校の統一校名を募集します
　大泉学園桜小学校と大泉学園桜中学校は、平成23年４月に練馬区初の小中一貫教育校として開校します。
このたび、小中一貫教育校をイメージした統一校名を募集することになりましたので、下記募集要領をご
覧のうえ、統一校名案をお寄せください。

応募用紙の配布・回収箱設置場所
（所在地） 開館時間（募集期間中）

大泉学園地区区民館
（大泉学園町８－９－５） 月曜日〜土曜日　午前９時～午後５時

大泉学園町地域集会所
（大泉学園町６－20－36） 毎日　午前９時～午後５時

大泉さくら運動公園多目的運動場
（大泉学園町９－４－５） 毎日　午前９時～午後６時（５月10日を除く）

大泉学園町体育館
（大泉学園町５－14－24） 毎日　午前９時～午後９時30分（５月10日を除く）

大泉北出張所
（大泉学園町４－21－１）

月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時
〔４月29日、５月３日・４日・５日を除く〕



小中一貫教育校だより　第８号

元気……………桜の花よりも華ある人　　
チャレンジ……桜の花よりも時機を知る人
思いやり………桜の花よりも愛される人　

▪標準服検討委員会の報告
　第10回推進委員会において、標準服検討委員会の検討結果について、大泉学園桜小学校長及び大泉学園桜中
学校長から報告がありました。同委員会の検討結果を踏まえて、以下の「基本方針」及び「導入に当たっての
留意点」が推進委員会において確認されました。

◎今後、標準服検討委員会でデザインや導入方法について検討します。

▪教育目標について
　大泉学園桜中学校長から、教育目標について報告がありました。その中で、学校の目標は「桜学精神」と示
されました。その目標に基づいて、「三つの指針」が定められます。

教育目標…………　　桜学精神

三つの指針………

◎今後、いただいた意見を踏まえ、学校において検討・整理します。

◇推進委員会委員の変更
　22年度、人事異動等に伴い、新たな推進委員会委員の委嘱がありました。このほかの委員に変更はありません。

推進委員会（第11回）の開催予定

日時：5月28日（金）10時00分～
場所：大泉学園桜中学校（２階 会議室）
案件：小中一貫教育校の統一校名の検討など
※傍聴をご希望の方は、直接会場へお越しくだ

さい。

練馬区立小中一貫教育校推進委員会事務局

練馬区教育委員会 学校教育部 新しい学校づくり担当課・教育指導課
　TEL：03−5984−1065　FAX：03−3993−1196
　http://www.city.nerima.tokyo.jp/kusei/gakko/atarashi/index.html
※推進委員会の資料・要点記録は、大泉学園桜小学校、大泉学園桜中学校、

大泉学園緑小学校および新しい学校づくり担当課（区役所本庁舎12階）
で閲覧できます。

退任された委員 新たに委嘱された委員
大泉学園緑小学校父母会　高野美樹委員　　　　　　 大泉学園緑小学校父母会　下村恭子委員　　　　　　
光が丘第七小学校長　　　重田三夫委員（副委員長） 大泉第三小学校長　　　　伊藤　隆委員（副委員長）
教育委員会学校教育部長　河口　浩委員　　　　　　 教育委員会学校教育部長　室地隆彦委員　　　　　　

〈基本方針〉
・中学校は、モデルチェンジする。
・小学校は１年生から、任意着用で導入する。
・小学校５年生以上については、強く推奨する。
・デザインは、各発達段階を考慮しつつ、小中一貫教育校として統一感のあるものにする。
〈導入に当たっての留意点〉
・中学校標準服のモデルチェンジに当たっては、当面現行標準服も引き続き着用可能とする。
・経済的な負担感に留意する。
・小学校では、導入に際して様々な負担をより軽減するため、任意着用、移行期間の設定など検討する。
〈委員の主な意見等〉
・標準服を着ることによって、小中一貫教育校になったことが、地域からよくわかる。 
・練馬区で初の小中一貫教育校に通う誇りと自覚がもてる。
・小学校５年生から導入する事は将来的にみると経済的でありメリットが多い。 

〈委員の主な意見等〉
・「桜学精神」という「桜」をモチーフにした教育目標は地域密着ですばらしい。
・この地域は桜並木通りを誇りとしているので、「桜学精神」はすばらしいと思う。 
・「元気、チャレンジ、思いやり」は小学校の目標を受けたものであるため親しみやすく、中学生の心にも響くわかりやす
いものであると考える。


